
　自分から言うのも変で、お恥ずかしい話で
す。学生時代は友達から「ここを教えて」とよく
言われてました。それを自覚したのが結婚式
です。十何人ぐらいが喋ってくれたお祝いのビ
デオメッセージが、ことごとく「勉強を教えてく
れて、ありがとう」。全員が全員そう言うので、
逆にそれしかないの？ と（苦笑）。もちろん私よ
りも成績が上の人はいる中で、私に声がかか
るのです。試験前になると、家に集まってきて
皆で勉強していました。結果論ですし、この頃
に教員になろうと決めてはないのですが、生き
方というか、歩みがそういう色を帯びていた気
配はします。

　これもちょっと恥ずかしい話です。大学1年
次早々友達からパソコンのオンラインゲームに
誘われて、かなり没頭しました。それこそゲーム
に全集中。蓄財のためのアイテム相場のフォ
ロー、レベル上げのための高アクティブプレー
ヤーのウォッチ、寝食を惜しんで勤しみ、最終
的にはそこそこのステータス確保ができまし
た。２年半くらいはしていたでしょうか。
　科目数が増える３年後期に「このままだとヤ
バい」と感じ、本業（勉強）に向き合いました。
ゲームを断ち、時間や労力など全資源を早期
から期末試験対策に投入。寝食を惜しむスタ
イルのまま、タスクは問題演習と自己採点、不
得手の抽出と解消、その反復へ移行。期末レベ
ルではあまりやらない過去問収集や教員居室
訪問（科目の質問）もして万全を期しました。見
積もりどおりの結果を得たことで、計画したパ
フォーマンスが発揮できれば、狙った目標にた
どり着ける、その枠組みが確立されたターニン
グポイントだったと思います。その後の修士課
程・博士課程進学も、このスキームで臨み、クリ
アできました。（編集部補足：先生がゲームに
全集中したのは、人生の中でその２年半だけ）

　私のキャリアの分岐点は、修士課程の進学と博士課程の進学でした。修士課程の進学は大学を変えましたので、大きな
賭けであり、ステップアップでした。更に博士課程まで進む人はあまりいなかったですし、その後のキャリア展望も確約され
ず、一般的に博士課程進学は不確実性が高い選択。何を考えたかというよりは、進むことを決断したことが大きかったです。
どちらも「道があるなら突き詰める」で選択しました。
　北海道大学から香川大学への異動も、最近の分岐点です。北海道大学は任期ギリギリまで在職。早い段階で各大学の
公募情報を集め、動くと異動先の選択数は増えますが、普段の研究生活が滞ります。普段のパフォーマンスに影響すること
を避けようと、このときは別の時間マネージメントをしました。任期ギリギリまで動かず、選択肢を絞っての短期決戦。長い
時間をかけて動いたとしても異動できる大学は１つ、香川大学に着任できてよかったです。

こみずないしゅんすけ
2003/4～2007/3（4年間）岩手大学工学部機械工学科
2007/4～2009/3（2年間）東北大学大学院工学研究科航空宇宙工学専攻
2009/4～2012/3（3年間）東北大学大学院工学研究科航空宇宙工学専攻
2012/4～2013/3（1年間）北海道大学大学院情報科学研究科博士研究員
2013/4～2019/3（6年間）北海道大学大学院情報科学研究科助教
2019/4～2023/3（4年間）北海道大学大学院情報科学研究院助教
2023/3～　香川大学へ
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研究室卒業後の主な就職先

周囲から声をかけやすい、
頼られる「先生キャラ」

オンラインゲームで、資源管理・
目標設定・最適化のセンスを獲得
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